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生い立ち

　吉田勘兵衛良信は慶長十六年（一六一一）摂津国能勢（現大阪府

豊能郡能勢町）に生まれた。

　このときは江戸幕府二代将軍秀忠の時代で初代の家康が上京して

二条城で豊臣秀頼と会見した年でもある。そしてその四年後の元和

元年（一六一五）家康は大阪夏の陣によって豊臣家を滅亡させ、天

下は徳川幕府のものになった。

　勘兵衛の生まれた能勢は大阪の西北に位置する山間の地で、少年

時代に父を亡くした彼がどのような幼少期を過ごしたかは明かでは

ないが大阪城を築いた秀吉の時代から開発が進み、江戸幕府によっ

て、復興が進み、商業経済の中心として賑わうようになった大阪を

見て、商人として活躍する志と腕を磨いていたと推測される。

江戸に出て木材、石材商になる

　寛永十一年（一六三四）数え年二十四歳で江戸に出、間もなく日

本橋本材木町に店を構えて木材と石材の商売を始めた。

　ときは三代将軍家光の時代で幕府の基盤もようやく安泰となって

江戸は日に日に繁栄を増していた時代であった。

　勘兵衛は稀に見る勤倹力行の士で信義に厚くかつ浪花商人の血を

引いていたため商売も巧みであった。江戸の店は勘兵衛の人柄と相

俟って申し分無い発展を続け、開業十年三十歳半ばで江戸城修築の

御用木材を承り、諸侯お出入りの豪商にのし上った。

　幕府への納材は公儀御用であるためどれ程の利益を得ても営業所

得には一文の税もかからない。

公儀普請は博打だといわれる程大幅な利益も出ることも多い反面

仕入れ時より相場が下落すれば欠損を覚悟の安値で行わなければな

らないこともある。

　幕府の御用木材の伐り出しは主に幕府直轄の「御林」からだが幕

府の「御林」は全国に散在しており、そのなかで特に大きな「御林」

からの出材は江戸時代の初めより元和まで（一六一五～一六二三）

は、木曽御林（元和以降は尾張藩の御林となる）より元和から元禄

（一六八八～一七〇三）までは伊那の御林からの伐り出しが主であ

った。

江戸の材木商

　ただ幕府は全国を支配する最高の権力者だから必要とあらば御林

以外の山からも強制的に伐り出すことができた。

　このように幕府の必要材を山から伐り出して目的地まで運ぶ「御

用木仕出し」には幕府自身行う「御直仕出し」と商人に請負わせる

「商人請負仕出し」との両様があり、元禄時代には後者の仕出し法

が盛んに採用されたようである。

　勘兵衛より少し遅れて元禄年間材木商として活躍した奈良屋茂左

衛門（明歴八年、一六五五～正徳四年、一七一四）は名古屋の材木

商神戸屋分左衛門と手を組んで木曽山や飛騨山から材木を伐り出し

また同じ頃豪商の名をほしいままにした紀伊国屋文左衛門（寛文五

年、一六六五～享保三年、一七一八）は幕府の御用木請負仕出しの

際、駿府の豪商松木新左衛門やその弟の松木郷蔵と手を組んで駿州

千頭山から伐り出している。

　十七世紀の寛文期ごろまでは全国各地の城下町建設がいちおう一

段落したが、元禄時代には各城下町がさらに拡大発展したため、土

木建設工事に必要な材木の需要が大きくなった。家綱のあと五代将

軍となった綱吉（一六八〇）の元禄政治も材木の需要を大いに促す

要因となった。

　綱吉は従来の武断政治を退け、文治政治を積極的に推進するため

儒学を振興したり、仏教を篤く信奉したりして寺院や学問所の建設

に力を注いだ。その結果ものすごい建築ブームが巻き起こった。

　そして当時の建築用材の基本は材木だからここに一大出材ブーム

が現出し材木を扱う商人が時流に便乗して大いに儲けたのである。

　奈良屋茂左衛門は（天和三年、一六八三）五月の日光大地震によ

り東照宮が倒壊した際、その修復普請用材の調達を一手に請負って

巨利を得、紀伊国屋文左衛門は（元禄十一年、一六九八）に江戸上

野の寛永寺根本中堂の造営用材の調達を請負って巨萬の利益を得た

と伝えられている。

　このように大建設工事がいくつも行われると一つのお寺をつくる

にも建物は本堂だけでなく、塔をはじめ多くの付属坊院など大迦藍

の建設だから莫大な費用と材料が必要だったのである。

　このようにして材木商人は競って幕府に納める材木の御用請負を

したがるわけだが、そう簡単な手続きで請負業者にはなれなかった。

　それには入札制度があり、当時既に裏工作が必要で表向きでいく

ら安い値段で入札してもその人には絶対に落札されぬカラクリにな

っていたのである。

　そのカラクリは、入札する前にあらかじめ役人に保証金のような

「たて物」を差し出して一種の賄賂の額を申告し、入札する前にす

でに保証金の額と礼金（成功報酬）の申告額の多い少ないで請負業

者は内定されているのである。そういうことで役人と一部特定の材

木商との間には不正な結託が生じていた。

　こうしたカラクリをうまく利用して役人や政治家にとり入り一攫

千金の利権にありついたのが綱吉時代の元禄政治といわれる。

　この時代は利権を獲得した材木商が大儲けをしただけでなく建設

ブームに便乗した役人や政治家も賄賂を取り込み大いに私腹を肥や

したといわれる。

　こうして完全に政商は高度経済成長時代には政治家とコネが出来

ていて、大いに日が当っていたが、いったん政権が交代して馴染み

の政治家が失脚すると斜陽になり、やがて没落の運命をたどるのは

現在と変わりはない。

　一方勘兵衛は、紀文や奈良茂と異なり権力と結びつくことを極力

避けて、儲けた金を畢生の悲願である埋立事業につぎ込んであくま

でも公共の為、一般の民衆が相手であるという立場を貫いた。

　幕府の御用材を扱う問屋は幕府の必要とする材木を購入、販売す

るのを主として民間の需要は賄わない。材木の扱い高が全く違うの

だ。これに対し町方一般の建築材を扱う問屋は川辺材問屋といって

区別されている。

　江戸の材木商仲間には、深川木場問屋、板材木熊野問屋、川辺一

番組古問屋がある。

　深川と熊野とは、公儀、大名家御用材を扱い、川辺は町家の用材

を扱う。

　川辺材は利根川、荒川、多摩川などを利用して上流から運ばれ

巨木は稀でおおかた細手の穂付丸太、切り小丸太であった。

　これらの材木は町方の建築材料として四辺を張り、柱、桁などの

小屋材に用いられた。

　江戸の町家は九尺二間と呼ばれるような長屋が多く、巨木や上質

の四方無地などの材木を使う贅沢とは縁が遠かったのである。

江戸城の修築

　一方江戸城の修築は殆ど諸大名の御手伝普請によって行われたが、

このため各大名は莫大な費用と労役を課せられた。

　江戸城の総講は、武家地、寺社地、町地が配された外郭と狭義の

城内である内郭とに大別される。

　江戸城は表、大奥あわせて一万一三七三坪、西丸殿舎も一万一〇

〇〇坪余あり、これらの殿舎は工事期間が毎回十月が定例で、表向

殿舎は幕府作事方が担当し、大奥はすべて小普請方が担当した。

　また、江戸城外郭、石垣、天守台などは、各大名に分担して行わ

せた。このため各大名は、普請奉行と人足を尾張や伊豆などに派遣

して木・石材を採取させ運搬した。

　また江戸市中の町地は町奉行支配、寺社地は寺社奉行支配、武家地は大目付・目付支配というように支配系統が異なっていた。

　大名は上屋敷のほか、中・下屋敷の両方を保有するとは限らなかったが、下屋敷を二つも持つものもあった。

　（延宝五年、一六七七）家綱時代の「江戸雀」には

　　　大名屋敷　　　　　約　　　五二〇ヶ所

　　　小名屋敷　　　　　約　　二八七〇ヶ所

　　　寺　院　　　　　　約　　　八五〇　寺

　　　神　社　　　　　　約　　　一二〇　社

　　　橋　数　　　　　　約　　　二七〇　橋

　　　町　数　　　　　　約　　　九〇〇　町

　さらに

　　　上屋敷　　　　　　　　　　三六五ヶ所

　　　中・下屋敷　　　　　　　　七三四ヶ所

江戸の町数が八百八町というのは誇張ではなかったわけである。

これらの町並が江戸城はじめ諸大名家ならびに江戸市中をなめまわ

した大火は枚挙に暇がない。

　それは家康（慶長）秀忠（慶長・元和）家光（元和・寛永・慶安）

家綱（承応・明暦・万治・寛文・延宝）綱吉（延宝・天和・元禄）

の一六〇〇年代は江戸に大火・大地震が頻発した年であった。

　江戸城の修築は殆ど諸大名の御手伝普請で諸大名が幕府から公認

された朱印高をもととして賊課されたものである。普請に際して、

幕府からその費用の一部として金員が頒かることもあったが、それ

を上廻る負担金は巨額にのぼった。

　しかも一六〇〇年代前後約五十年間に行われた数次にわたる大工

事についてみるならば、そのそれぞれの工事はいがいなほどの短期

間で完成されていることがわかる。

　この際、莫大な物量の投入が行われたことと、また城郭という軍

事施設の建設という性格から工事の短期間終了が要請されたことは

いうまでもないが、一面において築城の縄張りそのものが地形の確

実な把握とその十分な利用の上に行われたこともまた工事の完成を

早めた大きな原因の一つであったといえる。

　しかし徳川も元和時代を経て、世は泰平を謳歌する時代になるに

したがい江戸城は徳川氏の居城としての本来の軍事的、戦略的性格

を次第に減じ、幕藩体制統一の本拠としてわが国の政治、行政の中

枢部としての性格を強めていったのである。

　それにつれて内部の役割も城郭そのものが幕府の官庁ともいうべ

き殿舎の地として使用されるように変わっていった。

　また西丸に付随した吹上の場合、御三家はじめ親藩、譜代の有力

大名が邸宅を構え、文字どおり徳川家の藩屏としてその役割を果た

していたところである。

　西丸下は日比谷入江を埋め立てた場所であり、ここは大手門にも

西丸大手門にも近く、登城に便利であるという関係から幕府の高級

官僚の官邸地帯としての性格を与えられた。

　すなわち老中、若年寄などの閣僚クラスの者がその職に任命され

ると、西丸下の邸地に移転を命じられるのが常であった。

　このように西丸下は江戸城が中央政庁であるということを最もよ

く反映した地域であったともいえる。

　また外郭の範囲の大部分が武家地であり、現在の丸の内・霞ヶ関・

永田町一帯は主として大名屋敷地帯であり、番町（当時は九段上ま

での総称）から駿河台の東側、昌平橋（筋違橋門）から神田橋を結

ぶ線までは、ことごとく旗本屋敷であった。

　この中で江戸時代を通じて町人の居住を許された町屋はわずかに

麹町通りの麹町一～十丁目と九段中坂（飯田町）にあるだけであっ

た。

旧領主等との親交
　勘兵衛が時の将軍家光から江戸城の城郭を修理するに当り、木

材・石材の御用達を命ぜられたり、参勤交代制度の確立によって、

各大名屋敷の建設などに参画できるようになったのは生来の勤勉カ

行、鋭意家業に精励し、一大富豪になったことはいうまでもないが、

その裏には関ヶ原の役で家康に従い、偉功を奏して旧領を与えられ

能勢城主となった能勢摂津守頼次（寛永三年、一六二六没）の次男

頼高の子で勘兵衛の故郷、摂津国歌垣の城主であった。

　能勢庄左衛門頼春（妙法寺過去帳に圓通院殿覚庵日皎居士と記載

あり）や頼次の次女で家光や家綱に老女近江局として仕えた旧主能

勢一族の口添えや、後に吉田新田の干拓を祈願して勘兵衛とともに

外護を寄せ、千住中村の地に開創した運千山自性寺の開基と称せら

れる安藤伊賀守重元の兄で高崎藩五万六千石の二代藩主安藤伊勢守

重長が西城の石垣修理をはじめ江戸城二の丸修理の奉行をつとめた

ことから勘兵衛との親交が生まれ、重元もまた肝胆相照す交友をつ

づけた。

　重長、重元の父重信は慶長から元和まで老中をつとめ、重長もま

た寛永十二年より明暦三年まで二十二年間も寺社奉行をつとめるな

ど幕閣に多大の功績があった。

千石の悲願
　勘兵衛は旧藩主や幕府重臣の引立てもあって着実に業績を拡大し

ていったが、慶安三年（一六五〇）三月の江戸の大地震により木・

石材の販売で巨利を得、その巨利をもって、かねて念願の干拓事業

を思い立ち、初め隅田川沿いの湿地帯、千住中村の音無川流域の湿

原を干拓した。

　勘兵衛は木材・石材の販売だけでなく農業経営にも人並みすぐれ

た才を見せ、南千住に開いた新田からは数年のうちに七、八百石の

収穫を上げるに至った。

　江戸幕府は高千石を超えた地主には、社の建立を許すという布告

を出していた。

　千石に悲願をかけて年ごとに資力を没入していったが、千住の地

は周囲を他家の所有地に囲まれており千石の悲願は不可能と思われ

たが、彼はこの実績をもとに幕府に新田開発を請願した。

　然し隅田川（荒川）沿岸のとくに江戸府内側は奥州外様大名の防

備にあてられた重要地帯であるため、幕府の許可がおりなかった。

　一大富豪となった勘兵衛の畢生の願いは、千石の収穫のある新田

の開発であったため適地を他新に求めなければならなかった。

　尾張、飛騨、信州、木曽、遠州などの木・石材の買付先や、しば

しば東海道を辿って旅をした箱根なども街道筋は家や田畑も整然と

並んで食い入る余地はなさそうに思われた。

　街道を外れて鎌倉や金沢の地続きをさまよい、ある日横浜村にや

ってきた。

　汀に立った勘兵衛は、まず州乾湾の明媚な風向きに心惹かれた。

細長く突出した砂州と整然と並ぶ田畑、松の緑と点綴する農家の姿

が地上の楽園を思わせるたたずまいであった。

　漁どる白帆が藍色の波に映え、州乾岬の松籟が爽やかに鳴りわた

る朱色の弁天の鳥居と社が夢のような倒影を水に投げかける。

湾は奥深く食い込み、水天彷彿の彼方に富士の姿が気高い。

陶然と佇む勘兵衛の胸のうちが清々とした。こここそ平和の里、神のおわす地に違いない。日本橋の繁栄や変化に乏しい千住の新田

が色あせたものに思われた。

　勘兵衛は所要の旅ごとに足をまげて横浜村を訪れた。そして訪れ

るごとにいちだんと深く州乾の風光に魅せられていった。

　陸行して湾をめぐり、漁の小舟を浮かべて海上から探った。湾は

奥に入るほど浅くなっていた。汀の一部は泥嚀と化し葦が群生して

舟行を妨げた。

　度重なる検討のすえ、勘兵衛はここに新田を開くことを決心した。

汀から漸次沖に向かって埋立てていけばかならず千石の悲願は達せ

られるにちがいない。

　横浜村は小さいながらも砂利のうえに先祖伝来の田畑を耕してい

る。海の幸も少なくない。村民は富んではいないが、貧窮の姿には

見えない。陸田が主体なのは、水利に恵まれていないからだが大岡

川の水を引けば、水田耕作も不可能ではないと判断した。

　浅い海が沖に遠く続いている、無限の可能性が秘められている。

新田埋立ての決意と実行
　勘兵衛の夢は大きく膨らんだ。

　彼は意を決し、埋立て開墾を幕府に請願した。

　当時の老中、酒井雅楽守忠清（天和元年没　享年五十八）

　　　　老中、松平伊豆守信綱（寛文二年没　享年六十七）

の聴許を得て明暦二年（一六五六）七月、干拓工事に着手した。

　勘兵衛　四十六歳の時であった。

埋立ては黒田助兵衛が請負い、苦心惨膽之を続行したが翌年五月十

八日より十三日間降り続いた大雨のため、折角築いた潮除提は残ら

ず流出崩壊した。洪水により干拓工事は頻挫するが、この年（明暦

三年）正月十八日に起った振袖火事と呼ばれる本郷丸山の日蓮宗本

妙寺から出火した火は翌日も燃えつづけ、江戸の町の大半及び江戸

城本丸、二の丸、天守閣も灰燼と帰したため本材の価格が高騰し、

勘兵衛はまたまた巨利を得、万治二年（一六五九）二月十一日再度

の埋立てを決行したのである。

　この年、幼い頃から仏心に厚く深く日蓮宗に帰依していた勘兵衛

は身延山登り大願成就を祈念した。

　そのおり、久遠寺二十九世日莚上人にかつて干拓した千住中村の

地に一宇を創建して寄進する旨を申し出て快諾を得、下山するや直

ちに諸堂宇を建立した。

　日莚上人は自性院日身上人を送って開山とし、運千山自性寺と号

した。自性寺は元禄元年（一六八八）下谷真養寺を本山の名によっ

て自性寺に移して合寺し運千山真養寺と号した。この寺は勘兵衛が

本堂、鬼子母神堂、書院などを譜代旗本山本正吉（四〇〇石）が稲

荷堂と門を建立寄進、安藤重元を勘請開基としている。

　自性寺は勘兵衛が新たに企画せる新田埋立開墾の成就、五穀豊饒

の祈願、諸霊供養のため、寺地二千二百四〇坪を寄付して建立した

ものである。

新田の完成

　新田開発の追願が叶った万治二年、企画請負は三浦郡砂村内川新

田を開墾した、摂津大阪上福島の人、砂村左衛門入道真悦が主とな

り他に、坂本養庵、友野与右衛門らの協力を得、資金は主として勘

兵衛が提供し、同年二月十一日鍬入れをしたのである。

　開墾事業は、

　　太田村天秤山　　　長さ　七〇　間　　高さ　二五間

　　石川中村大丸山　　長さ　九九　間　　高さ　二五間

　　横浜村宗閑島　　　長さ　一六〇間　　幅　　四〇間

の土砂を切崩して埋立てたものである。

　かくして寛文七年（一六六七）吉田新田の干拓は完成した。

総面積一一六町四反、その内訳は水田九四町一反、畑地二〇町三反

寺地宅地二町歩で金額は八千三八両を費やしたという。

　新田と海岸との間には、塩除提（長さ一〇三三間、提敷一三間、

高さ三間）を築き、大岡川を両岸に延長、新川を（幅一二間、深さ

三間）作り、河岸提（右側約一七〇〇間、左側約一三〇〇間、幅各々

一間）をめぐらし、新田中央に大岡川の水を引き用水とし中川（幅

五間、深さ二間）と称し引入口にしゃくはち樋（高さ一間半、幅三

間半）川下にまねき戸樋（高さ一間、幅五間）を設け、その間埋樋

をおき河岸提には用水戸樋、塩除提には二ヶ所の大水門くるま樋（高

さ二間、幅三間）が設けられ、新田は中川を中心に南北に分け、さ

らに六区画し川口から順次、南（北）一つ目、六つ目と称した。

　さらに砂村新左衛門は、新田新提に松六〇〇〇本を植えて、堤の

補強策とともに将来の用水として役立たしめんとしていたことはい

うまでもない。

　徳川時代、領主最大の経済的基礎は、なによりもまず貢租（米）にあったから幕府諸侯はより多額の貢租を収取できる新田の開発を

奨励した。幕府が新田の開墾に非常な熱意を示し積極的な奨励の態

度をとったのは寛文元年（一六六一）財政がようやく収支の均衡を

失って窮乏の徴候を現わしてからである。

　吉田新田開発の追願が叶った万治二年（一六五九）はその徴候が

見え始めたころで、時宣を得たということである。

　大名を統括する徳川幕府は、大名領を超えた大区域の治水灌漑工

事を行うことができたので幾多の治水灌漑工事が営まれた結果、肥

沃な大河川の沿岸や下流平野で新田が続々と開発されていった。

　かくて水利の改修と新田の開発は、農村生産力の飛躍的拡大をも

たらした。

　十七世紀初頭（慶長年間）

　　全国総石高　　　一八〇〇万石

　　耕作面積　　　　一五〇万町歩

これに対し

　十七世紀終期（享保年間）

　　全国総石高　　　二六〇〇万石

　　耕作面積　　　　三〇〇万町歩

勘兵衛はその功により寛文九年（一六六九）四代将軍家綱より激

賞され、苗字帯刀を許され己が苗字吉田といえるをもって、吉田新

田と名乗ることとなった。

　その後延宝二年（一六七四）八木仁兵衛の検地によれば、石高一

〇三八石で勘兵衛及び長子吉太郎良春、次子長吉郎常政の三名の所

有となった。

敬神崇仏

　寛文十一年（一六七一）勘兵衛は干拓事業の大願成就を謝し、自

性寺境内に宝塔（供養塔）を造立したほか鐘楼堂も建立した。一般

に鐘楼堂の建立は寺院の隆昌を意味し、この頃の自性寺の寺運が隆

昌の一途をたどっていることを物語っている。

　万治二年二月新田開墾の鍬初めを行った勘兵衛が新田の永遠の安

寧繁栄を祈るため守護神として山王権現奉祀を思い立ったには江戸

本材木町の居住地の鎮守であり且つ出身地摂津国能勢歌垣の氏神で

もあって、幼時から尊崇していた山王権現の鎮座を願ったものである。

　即ち埋立事業の未だ完成していない寛文五年七月既に新田南七つ目に四〇〇坪の宮地を選定して宮守、地守を置いたことでも明らか

である。

　寛文七年（一六六七）に新田埋立開墾の事業が完成し同九年四月

将軍家綱から改めて吉田新田の名称を公認され勘兵衛は苗字帯刀を

許されたので寛文十三年九月に至っていよいよ新田七つ目（山王町）

に山王権現の社殿を創設したのであった。

　即ち今の日枝神社、通称おさんの宮であって大横浜開発の最初の

最も意味深き事蹟である。

　また山王権現と同時にその境内地に稲荷大明神（稲荷神社）を建

てて宇迦御魂神を祀った。勘兵衛はさらに一寺を建立した。

即ち栄玉山常清寺である。長者町八丁目（元八丁縄手）に建てら

れたこの寺は日蓮宗身延山久遠寺の末寺で、本尊は釈迦多宝及び日

蓮上人である。寺もまた寛文七年に吉田新田の埋立開墾事業が竣工

し、同十三年に山王大権現を勧請奉祀した同じ心持にて新田守護諸

霊供養のため、さきに請じて江戸の南千住に建立した自性寺の自性

院日身上人（元禄二年十月十九日）を新田の地に招じ、延宝四年（一

六七六）その建立した身延山の末寺として時の同山貫主一圓院日脱

上人は寺に栄玉山常清寺と命名された。

　山号の栄玉は勘兵衛の父の法名、春清院栄玉日昌にちなみ、寺名

は勘兵衛の法名、運千院常清日凉からとったものである。

　日身は同寺の開山に日脱を推し、自らは中興二世となったのであ

る。

　一圓院日脱上人は身延山久遠寺の貫主で初めて紫衣を拝受したる

身延山中興と仰がるる名僧である。

　勘兵衛がこのように熱心に信仰を続けて社寺を建立するに至った

動機には次のような心情も一因をなしたと考えられる。

　即ち勘兵衛が、寛永年中僅か二十四歳をもって能勢を出て、江戸

において木材・石材の商売を営み、遂に一大富豪になるに至ったこ

とは本人の勤勉カ行、鋭意家業に精励した当然の結果であることは

いうまでもないが、他面、寛永十八年の大火、慶安三年の大地震、

明暦三年翌万治元年の大火等、頻発せる江戸の変災は勘兵衛に開運

の機会を与えた。

　そうした幾たびかの変災にあった勘兵衛は幸にも身を全うし、し

かも次第にその業が繁昌して、幕府や諸侯より江戸城修理の用度を

命ぜられるまでの一かどの商人になったのであった。

　ここにおいて勘兵衛は幾たびかの災難を免れた感謝の念や、難に

殉じた人々に対する供養の心も加わって身延山久遠寺に詣でて道標

石を寄進したり社寺建設の志を起したのであった。また吉田新田の

埋立開墾を決行するに当っても、その成就を祈願するために身延山

に、七年の年詣でを続けたことなど、何れも信仰心に燃えていたこ

とを物語るものである。

　その建立する神社、佛寺を挙げれば運千山自性寺（運千山真養寺）、

山王大権現（日枝神社）、稲荷大明神（稲荷神社）、栄玉山常清寺の

二社、二寺である。

　明暦三年（一六五七）五月、洪水により干拓工事が頓挫したが、

その年一月の江戸大火（振袖火事）で木材販売で巨利を得た勘兵衛

は、万治二年（一六五九）干拓事業を再開した。

このとき勘兵衛は四十九歳であった。

この大火後の万治元年（一六五八）江戸城本丸殿舎の工事に参画

した相馬藩六万石の藩主で名君の誉れ高き、相馬長門守忠胤家に残

る記録によれば、勘兵衛が江戸城修理の材木の御用達に貢献してい

たことがうかがえる。

　ここにその記録抜粋を挙げる。

　御本丸

内　追　手

　　　　　二之御丸

　　　　　塩　見　坂　　　　御門御作業入用帳

　　　　　　　　　　　　　　　　相馬長門守

万治元年戌年江戸御門御手傅金千八百弐両

桁行　六間半

梁間　五間半　　　内御手御門の倏

　一銀百九貫弐百三十目一厘
買材木之代

　　　鎌倉屋大助、吉田勘兵衛　ほか十九名
　　桁行　十三間半

梁間　二間半　　　二之御丸御番所屋根土瓦葺の候

　　　一銀六十一貫四百九十七匁弐分一厘

買材木之代

鎌倉屋大助、吉田勘兵衛　ほか十二名

桁行　三間　

梁間　三間五寸　　塩見板御門

　　桁行　二間

　　梁間　一間半　　　同所帳番所屋根土瓦葺の候
一銀十六貫三百八十一匁八分五厘

買材木之代

鎌倉屋大助、吉田勘兵衛　ほか十六名

桁行　三間
梁間　八尺七寸　　蓮池喰違御門木地屋土瓦葺

桁行　二間一尺七寸
袖之間壱丈　　　　富士見下冠木御門屋根土瓦葺

桁行　二十四間　　横家共二中御門北御多門
梁間　三間　　　　屋根土瓦葺

桁行　二十六間　　中御門、南天御多門

梁間　三間　　　　屋根土瓦葺の候

一銀四十貫三百四十八匁六分

買材木之代

小島徳兵衛、吉田勘兵衛　ほか八名
右寄之候

一銀二百三十七貫四百五十七匁六分七厘

鎌倉屋大助、吉田勘兵衛　ほか十九名

　寛文七年（一六六七）九年の歳月を費やして埋立ての難工事が完

成し、大新田が竣成した後もなお勘兵衛は江戸と往来して石・材木

商を営んでいた。

　自らの最初の活動の地であり、親戚、知己も多く、創立した寺院

真養寺や墓地もあり、江戸との関係は切れなかったのである。

　勘兵衛は新田の作徳が増殖するに及んで、江戸の店を南吉田家や

支配人に譲り横浜に移住した。

　住居は天神山裾で入海中最も地盤の固い北三ツ目八丁縄手通り、

大岡川の土橋（現在の長者町）南詰に三〇〇〇坪の敷地に建立した。

　この地は埋立が鐘形湾中北岸及び南岸から始められたが稍浅く、

水底が台地の裾を引いた岩盤をなしていた天神山裾の北岸の地であ

った。まずこの地点を埋立て此処に邸を構えて工事場の本拠とした。

そして必須の飲料用水を得るために井戸を掘削したところ、岩盤か

ら湧き出した水は清冽で、埋立に従事する人々はもちろん新田内に

住む者に永く飲料に供され多くの恩恵を与えていた。

　吉田新田の地割りについては、中央の中川を境に南北二つに分け

られ、これをまた東から七つに区分け、中村川側を南一ツ目から七

ツ目、大岡川側を北一ツ目から七ツ目と呼んだ。

八丁縄手通り（長者町通り）はかつての吉田新田の大堰提のあとで

実際の堰提は大岡川の長者橋から中村川の車橋までで約一三〇〇メ

ートルであった。

　北二ツ目に勘兵衛の建立した栄玉山常清寺があった。

　新田は初代勘兵衛の遺言により北地区は嫡子が相続し、南地区は

二男、三男の分家の吉田南家が誕生し、現在の末吉町一丁目あたり

に南家があった。

　江戸本材木町四丁目で幕府御用の石材・木材商の店を支配人の吉

田屋喜兵衛に譲り、南吉田家が横浜に移ったのは勘兵衛没後、二十

五年を経た正徳元年（一七一一）のことで、世は六代将軍家宣の時

代であった。独立の新村として出発した吉田新田は延宝二年（一六

七四）石高、一〇三八石は勘兵衛一人の所有するところで次子長吉

郎（二代目勘兵衛）及び支配人を置いて管理させていたものである。

　ちなみに万治二年（一六五九）干拓事業を再開したとき

勘兵衛良信　　　四十九歳

長子　　吉太郎良春　　　　　七歳

次子　　長吉郎常政は翌年の出生である。

　石高一〇三八石は勘兵衛の二子に頒ちられたが、この時吉太郎二

十二歳、長吉郎十五歳であった。長子吉太郎は江戸に残って石・材

木商を継承していたが延宝三年六月十七日、病のため逝去した。

　承応元年（一六五二）生まれと推定されるから二十三歳の若さで

父よりも十一年も早い死であった。

　法名　秋性院良意日覚　

真養寺及び常清寺の両寺に埋葬されている。

　往昔、魚蝦の棲みたる海湾の入海は一転して瑞々しい田圃となり、

田圃から市街、或いは寄州から塩田、塩田から市街と変化した横浜

は、安政以来止むことなき人工が加えられて、今や世界屈指の貿易

港であり大都市へと発展した。また吉田新田を二分する初代勘兵衛

家を継承する北元締が中川（現在市営地下鉄線）の北側、若死した

長子吉太郎家を継承した方が南元締で中川の南を所有し南家と称し

た。然しながら明治の始め南家は吉田常次郎の代に新田内南一ツ目、

沼六万坪の埋立、中村川の浚渫、根岸堀割の開削、滝頭波止場の築

設に努め公共の為には大なる利益を遺したが、吉田家にては大なる

損失を蒙り南吉田家は遂にこの事業に殉ずるに至ったのである。

　このように開拓史に偉大な足跡を遺した初代勘兵衛は貞亨三年

　（一六八六）七月二十六日、病のため北元締の自宅に於いて七十六歳をもって没した。新田埋立完成後、十九年の歳月が経っていた。

　辞世の歌は

　　　妙なるや法の蓮の華の香を

　　　　　しばしとどめて浮世経にけり

　この歌にも法蓮華経という法句が詠み込んであり、勘兵衛の宗教

心がいかに深かったかということが窺うことを得るのである。

　法名は運千院常清日凉居士

　今その偉業を讃仰する人々の参詣を得て大発展を遂げた横浜の地

を眺めつつ久保山の地に静かに眠っている。

　大正十三年春、東宮殿下ご成婚のご慶典を挙げさるに際し、その

年の二月十一日を以って従五位を贈られ地下の枯骨の上に至大の栄

誉が輝くに至った。

吉田家の家系

　吉田家の家系に就いては初代勘兵衛良信の父母及び祖父母に関す

る記載が殆ど現存しない。

しかも父、春清院栄玉日昌（寛永四年二月朔日没）母、春意院妙

成日就（寛永二十一年二月二十九日没）に関しては没年日と法名の

ほか俗名をも知ることができない。

　また祖父母に関しては、東京南千住の真養寺法塔の右側に、慈父

法春、慈母妙恵と刻してあり、これが良信の祖父母の法名であろう

と思われるが、その地には知るべき資料はない。

　久保山の吉田家墓地にも祖父母、父母の法名の碑はあるが、没年

月日等の記載はない。

　従って勘兵衛は慶長十六年（一六一一）生まれであるから故郷の

能勢にて十六、七歳の時に父を亡くし、その後二十四歳のときに江

戸に出、木材・石材の商業を営み、その業大いに発展して豪商とな

り、その富をもって吉田新田の大埋立開墾を成就し初期の目的の千

石余りの収穫を達成し貞亨三年（一六八六）七月二十六日七十六歳

をもって没したのである。

　二代勘兵衛（長吉郎　享保八年十月七日没、行年六十四）、三代勘

兵衛（萬吉郎　延亨三年四月二十八日没、行年六十一）、四代勘兵衛

（喜平二　延亨元年五月没、行年二十六）、五代勘兵衛（喜八郎　文

化二年六月二十一日没、行年八十五）、六代勘兵衛（郡二郎　文政二

年十月十四日没、行年五十九）と代々世襲してきたが、二代及び五

代在世の時は、初代勘兵衛の吉田新田埋立の伝統的な考えと横浜移

住後も江戸は初代の最初の活動の地であり親戚知己もおり、また真養寺の如き寺や墓地もあり江戸との関係は切れなかったのである。

　享保、元文、寛保、延亨の三十年間及び、その後も時の八代将軍

吉宗は治水墾田に心を傾け盛んに川普請を行い灌漑を便にし、米穀

の収穫を多くすることに努めた。

　この時代三代及び五代勘兵衛は葛飾郡猿ケ又の水利、土木事業の

大工事を請負い、同地方の開発には大きな功績を挙げたが、この工

事は事意の如くならず、祖先以来折角築き上げてきた財産にかなり

の痛手を蒙り経済上には大打撃を受けた。吉田家では数多かった珍

宝もそのときに喪われたと語り継がれている。

そしてこの猿ケ又の工事なるものについては、関東大震災後の現

在、同家の文書記録が焼失して探ぬべき資料は全くない。

　六代勘兵衛及び七代勘兵衛（元二郎　弘化四年八月五日没、行年

四十四）が猿ケ又工事等の後を受けて家産を整理快復せしめた。

　とくに七代勘兵衛は十四歳のとき父を失ったが、生来貸殖の道に

長け父租の遺業を整理し散在する財を集め子孫をして安寧ならしめ

吉田家中興の租と称えられている。

　八代勘兵衛（小市郎　明治四十二年一月二十六日没、行年八十六）

並びに九代勘兵衛（良二郎　明治四十四年六月三日没、行年六十三）

は、南家の吉田常次郎（明治十一年七月十五日没、行年三十五）ら

は、明治三年（一八七〇）四月神奈川県知事井関盛良の「吉田新田

南一ツ目沼地埋立てとそれと同時に行われる根岸堀割開削及び中村

川堀拡げ浚渫工事を望む者には許可する」という触書に接し大いに

驚き、南一ツ目は沼地であるが祖先伝来の地であり付近一帯の土地

所有権を持っていたのでこれを躊躇し長引かせて、この事業を他人

に奪われては子孫たるものの忍び難いところから八代勘兵衛は意を

決して願書を提出して許可を得、同年十一月から十八ヶ月間の目標

で工事は開始された。

　しかし開削、埋立て、諸付帯工事の難しさに加えて住民の移転等、

次々と予期しない幾多の諸問題が発生し、計画期日を遙かに越えて

明治七年まで大巾に延びてしまった。

　如何に困難な事業であったかが窺い知ることができる。

　工事は先ず掘割川の開削、そこで出土する土を採ることと舟便の

為の堀割川の整備から始められ、中村川を経た土は石川町の対岸か

ら陸揚げが行われたが次々に難問題が行く手を阻んだ。

　それは八ヶ谷（山谷）を切り開き、堀之内村、根岸村、滝頭村の

三ヶ村の田畑に新しい川を掘割すること、その他農家の取払い、土

手の築工、土留のための石垣、板柵、架橋の工事等で日数を費やし

総工事費の一割も出費してしまった。

　今日のように機械力でなくすべて人海作戦にのみ頼るしかない時

代に、一説によると万という人間が稼動したため人件費に多くの出

費がかさんだためである。

　明治七年に至り全工事を完了したが足掛け三年延びたことになる。

　沼地埋立て完成後の総坪数は六万二七〇九坪、町数は三十一ヶ町

が誕生した。

　このように堀割川は沼地を埋立てるため、土地を開削することに

よって出来たものでそれが本牧、根岸をすっぽり包むように根岸湾

に通じさせ、その先に防波堤を建設し横浜港と根岸湾を結ぶ唯一の

水運路として一石二鳥の効果を得た。

　然しながらこの事業は極めて難工事の上、長期にわたったため資

金に窮し外国商社から多額の借財をなしため、その返済に苦慮し、南家（吉田常次郎）は連帯責務のため悉く祖先からの産を失う悲境

に沈んでしまった。

　十代勘兵衛（銀次郎良循　昭和十七年二月二十五日没、行年七十

一）は先祖の恩に報いる志厚く、明治四十四年五月身延山久遠寺に

参詣の折、奥の院思親閣の参道に初代が建立の道標を発見し、大正

二年三月之を山内大乗坊境内に移建し、もとの地に新道標を建て、

由来を記して祖先の志を受け継いだ。

　大乗坊に移された道標石には次の文字があった。

　南無妙法蓮華経運千院常清日凉

　　　　　施主江戸住吉田勘兵衛良信

　また京浜急行日ノ出町駅裏手の石段のある坂道の中途に「天神阪

碑」が建っている。

　碑には万治二年初代勘兵衛が幕府に吉田新田の埋立てを再請して

許可を得、天神山及び石川中村の大丸山等を切り崩し、その土砂を

もって新田を埋立てた土採場の跡である旨と、これに伴って通行の

用に供していた無名の坂道に十代勘兵衛が「天神阪」と命名し由来

を記した碑を昭和九年九月二十五日建立したものである。

　梅林をもって世に知られた磯子の杉田に中山法華経寺の末で日蓮

宗の牛頭山妙法寺がある。梅林は妙法寺境内を中心とし往年、英照

皇太后、照憲皇太后の台覧や、天下の俳人また観賞の詩歌をほしい

ままにしたが、今は境内に僅かに残る名木のみにして梅林は影をひ

そめた。

　妙法寺は文和元年（一三五二）の創立で第九世日除の代に旧来の

堂宇を廃し、本堂を再建したが、当時天井板並びに大黒柱は初代勘

兵衛の寄進にかかるものとの文献がある。

　さらに明和元年十二月二十六日（一七六四）第二十六世、日将の

代、本堂が焼失し第二十七世、日享の代に再建された現在の本堂の

天井板並びに大黒柱もまた勘兵衛の寄付といわれている。

（五代勘兵衛の頃かも）

むすび

　吉田家の末が現在胸を張って勘兵衛の治績を語れるのは、土に根

着いていたものの強さを物語っている。

　勘兵衛は大富豪となったが、さらに新田開発事業にも手を延ばす

といった歴史がある。

　その経営はきわめて多角的であると同時にいつでも商売を切り換

える柔軟さがあった。

　材木一筋の江戸成金とは大きな違いがあった。御用請負の商人は

はじめ権力を利用しようと接近し、そして事実一時は大儲けするが

そのうち逆に権力に利用され、骨の髄まで絞り取られて没落の憂き

目を見ることがおおかった。

　封建権力に一定の距離をおき、家業第一とする立場こそ政権の交

代や幕府崩壊の荒波をのり越え豪商としての生命を持続し得る商人

道であった。

　有為転変の世にとくに金の力の儚さが痛感される。

　勘兵衛の土に着いたものは強く新田は近代の繁華街に変って立派

に生きているし日枝神社も稲荷神社も健在、常清寺は久保山に移っ

たが、代々の勘兵衛は安らかに眠っている。

　初代勘兵衛の七月二十六日の命日には、子孫縁者が相寄ってかか

すことなく施餓鬼供養がおこなわれている。

　敬神、崇仏の念の厚い人ならば、勘兵衛の敬虔な信心心を説くで

あろう。
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